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 今後の社会保障と財政再建の在り方 

    

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君    

さて、最後に、社会保障の安定化や財政再建は、

先ほどから申し上げておりますとおり、若年層を

含む将来世代の安心感のためにも必要であり

ますが、今般の改革を通じても十分な安心感は

得られないというのが私世代の実感でもありま

す。ただ、これを一里塚として今後更なる歳出歳

入改革そして社会保障制度改革に取り組む必

要があると思います。 

 

また、あわせて、先ほどからこれも何度も申し上

げておりますが、社会保障制度の持続性の観点からも、支え手である若年層の雇用改善にもしっかり取り

組むということを総理の口からお伺いしたいと思います。 

 

○内閣総理大臣（野田佳彦君）○内閣総理大臣（野田佳彦君）○内閣総理大臣（野田佳彦君）○内閣総理大臣（野田佳彦君）        

今回の改革の意義というのは社会保障

の充実とそして安定化のための安定財

源確保と財政健全化の同時達成であり

まして、このことによって全て安心がもた

らせるのか、特に若年層が納得するかと

いうと、これゴールではありません。御指

摘のとおり一里塚だというふうに思いま

すが、一里塚でも、これは前へ進めなけ

ればいけないというふうに考えておりま

す。 

 

そして、特に若年層を含む国民が将来に

対して十分な安心感が得られるように、これは歳入面だけではなくて歳出面も含めてもこれから最大限の努

力を行わなければいけないと思います。特に社会保障の持続可能性を考えたときに、これいつも人口構成



で申し上げますが、遠くない将来に支える側が一人、支えられる側が一人という肩車の社会になるときに、

支える側が雇用環境が厳しいというふらふらした状況では、これは社会極めて不安定であります。 

 

その意味からも、支え手である若年層をよくケアをする、そういう制度改革をしていかなければいけないと、

特に雇用の問題、特に重要だと考えております。 

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君    

参議院は、国会情勢ねじれている状況の中で、

本当に完璧な法律というのはできないと思いま

す。ただ、今取り組まなければならない課題が今

の法律であるということ、そして、将来世代に対

して責任を持つ、そういう責任が我々にあるとい

うことを申し上げまして、質問を終わらせていた

だきます。 

ありがとうございました。 


